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「
金
隈
」
の
名
を
広
め
た
遺
跡

月つ
き

隈ぐ
ま

丘
陵
の
中
ほ
ど
、
博
多
区
金か

ね

の
隈く

ま

に
あ
る
「
金

か
ね
の
く
ま隈

遺
跡
甕か
め

棺か
ん

展
示
館
」
は
、
国
史
跡
金
隈
遺
跡
を
発
掘
当
時

の
姿
の
ま
ま
に
見
学
で
き
る
施
設
で
す
。
金
隈
遺
跡
は
、

昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
の
春
、
道
路
施
設
工
事
の

際
に
甕
棺
や
人
骨
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
調
査
で
は
台
地
上
に
密
集
す

る
、
三
四
八
基
も
の
甕
棺
墓ぼ

、
土ど

壙こ
う

墓ぼ

一
一
九
基
、
石せ

つ

棺か
ん

墓ぼ

二
基
、
人
骨
計
一
三
六
体
が
確
認
さ
れ
、
こ
こ
は
弥
生

時
代
の
は
じ
め
頃
か
ら
中
頃
に
か
け
て
の
共
同
墓
地
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
（『
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調

査
報
告
書
』
七
・
一
七
・
一
二
三
集
）。
空
港
や
都
市
部
に
も

近
い
こ
の
場
所
で
、
こ
の
よ
う
に
大
規
模
な
甕
棺
墓
群
が

そ
れ
ま
で
見
つ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
が
不
思
議
で
す
。

昭
和
四
十
七
年
に
は
弥
生
時
代
の
墓
制
の
変
遷
が
わ
か
る

貴
重
な
遺
跡
と
し
て
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
展
示
館
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
発
掘
調
査
報
告
書
に
は
、
遺
跡
は
「
桃

畑
の
開
墾
を
し
て
い
る
時
」
の
発
見
（
同
一
二
三
集
）
と

も
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
金
の
隈
周
辺
は
住
宅
や

工
場
が
建
ち
並
び
、
ほ
か
は
水
田
な
ど
が
あ
る
の
み
で
、

「
桃
畑
」
ら
し
き
も
の
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
遺
跡
が
発

見
さ
れ
た
当
時
は
、
ど
の
よ
う
な
場
所
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。発

掘
調
査
報
告
書
に
残
る
か
つ
て
の
風
景

　
発
掘
調
査
時
の
写
真
を
み
る
と
、
た
く
さ
ん
の
果
樹
の

間
を
ぬ
う
よ
う
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
様
子
が
わ

か
り
ま
す
（
写
真

）。
よ
く
見
る
と
果
樹
の
実
に
は
袋

が
か
け
ら
れ
て
お
り
、
葉
の
形
を
み
る
と
モ
モ
の
よ
う
で

す
。
ま
た
、
台
地
の
東
南
に
あ
た
る
場
所
か
ら
は
、
か
つ

て
甕
棺
墓
と
人
骨
が
見
つ
か
っ
た
と
い
い
、「
現
在
ブ
ド

ウ
畑
に
な
っ
て
い
る
」
と
記
載
が
あ
り
ま
す
（
同
七
集
、

写
真

）。
昭
和
五
十
年
頃
の
地
図
に
は
金
隈
遺
跡
の
位

置
に
果
樹
園
の
地
図
記
号
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

や
は
り
こ
の
一
帯
が
果
樹
園
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
周
辺
遺
跡
の
報
告
書
を
み
る
と
、
金
隈
遺
跡
の

東
南
に
位
置
す
る
影か
げ

ヶが

浦う
ら

古
墳
群
の
調
査
は
ブ
ド
ウ
園
の

造
成
工
事
を
き
っ
か
け
に
行
わ
れ
て
い
た
り
（
同
二
四
一

集
）、
北
側
の
立

り
ゆ
う

花げ

寺じ

遺
跡
の
調
査
で
は
、
調
査
区
の
周

囲
に
果
樹
園
地
が
あ
る
と
い
っ
た
記
載
が
あ
っ
た
り
（
同

三
二
一
集
）、
記
録
写
真
に
ブ
ド
ウ
畑
の
よ
う
な
果
樹
棚

文＝市史編さん室

福
岡
平
野
の
東
南
部
、
四
王

寺
山
か
ら
博
多
湾
に
向
か
っ

て
の
び
る
月
隈
丘
陵
。

丘
陵
の
た
ど
っ
た
歴
史
と

人
々
の
営
み
。
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が
写
り
込
ん
で
い
た
り
（
写
真

）
と
、
果
物
の
栽
培
に

関
わ
る
情
報
が
た
び
た
び
目
に
入
っ
て
き
ま
す
。
ど
う
や

ら
か
つ
て
の
金
の
隈
・
立
花
寺
の
様
子
を
知
る
手
が
か
り

は
、
果
樹
栽
培
に
あ
り
そ
う
で
す
。
　

席
田
村
の
果
樹
栽
培

　

明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年
頃
、
席

む
し
ろ

田だ

村
の
「
大
字

下
臼
井
今
泉
荒
次
郎
氏
が
葡
萄
栽
培
を
、
大
字
上
臼
井
蓑

原
虎
吉
氏
が
ネ
ー
ブ
ル
オ
レ
ン
ヂ
及
梨
、
桃
を
、
大
字
立

花
寺
秋
根
八
百
吉
氏
が
柑
橘
及
葡
萄
を
率
先
植
栽
」
し
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
席
田
村
一
帯
で
果
樹
栽
培
が
始
ま

り
ま
す
。
栽
培
は
急
速
に
普
及
・
拡
大
し
た
よ
う
で
、
明

治
四
十
三
年
に
は
席
田
村
園
芸
会
が
組
織
さ
れ
、
会
員
は

約
一
五
〇
名
を
数
え
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
大
正
時
代

の
は
じ
め
に
は
「
筑
紫
郡
席
田
村
は
福
岡
市
を
去
る
東
方

里
許
の
地
に
し
て
、
近
頃
葡
萄
、
梨
、
桃
等
の
栽
培
を
以

て
其
名
顕
は
る
」
と
評
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
席
田
村

で
は
、
そ
の
後
も
果
樹
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
（『
福
岡
県
の
園
芸
』）。

　

な
か
で
も
大
規
模
果
樹
園
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
て
い

た
の
が
、
月
隈
丘
陵
の
中
央
部
に
位
置
す
る
立
花
寺
の
秋あ
き

根ね

果
樹
園
で
す
。
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
に
発
行
さ

れ
た
『
実
地
踏
査
果
樹
栽
培
法
』
に
は
、
大
正
六
年
時
点

の
福
岡
県
下
の
著
名
な
五
果
樹
園
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の

名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
果
樹
園
は
四
か
所
に
わ
か
れ

合
計
一
町
八
反
歩
（
約
一
・
八
ha
）
の
広
大
な
園
地
で
、
ナ

金隈遺跡の発掘調査の様子（1969・1970 年）。調査区内にはモモらしき果樹が多く
植えられている様子がわかる 金隈遺跡甕棺展示館を整備した際の調査風景（1980
年頃、南東から）。中央にみえる高まりが金隈遺跡で木が茂る部分が第 1・2 次調査区
にあたる。手前はかつてブドウ畑があったとされる場所（推定） 現在の立花寺公
園付近で行われた立花寺遺跡第 4 次調査（1993 年）。調査用に掘られた溝の両側に果
樹棚が広がっている 立花寺で最初に果樹栽培を始めた秋根八百吉。席田村園芸会
副会長や席田村信用組合理事長を務めた 「筑前国産物帳」（元文元〈1736〉年）に
みえる「博多青」。祖木は福岡城外不出とされていたが、明治 33 年に蓑島の小森某が博
多大浜の古木より穂木を得て苗木を育成し栽培。そのナシ園を住吉の実業家であった大
神熊次郎が引き継ぎその名が知られ、広く栽培されるようになったといわれている

シ
・
ブ
ド
ウ
・
リ
ン
ゴ
・
モ
モ
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
（
写

真

）。

　

ナ
シ
は
明
治
四
十
年
頃
に
は
栽
培
が
始
ま
っ
て
い
ま
し

た
（『
実
地
踏
査
果
樹
栽
培
法
』）。
生
産
さ
れ
た
ナ
シ
の
一

つ
「
博
多
青
」
は
、
そ
の
由
来
に
福
岡
城
と
の
ゆ
か
り
が

伝
わ
る
品
種
で
す
。
も
と
は
福
岡
城
内
に
祖
木
が
あ
り
、

五
代
藩
主
黒
田
宣の
ぶ

政ま
さ

・
六
代
藩
主
黒
田
継つ

ぐ

高た
か

の
こ
ろ
、
将

軍
に
献
上
し
て
い
た
ナ
シ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
（『
福
岡

県
果
樹
発
達
史
』
ほ
か
）。
口
伝
の
み
で
詳
し
く
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代
中
期
の
地
誌
『
石せ
き

城じ
よ
う

志し

』
に
「
青

梨　

博
多
青
と
云
、
味
殊
に
美
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、『
筑
前
国
産
物
帳
』
に
も
そ
の
名
が
見
え
、「
博
多

青
」
と
よ
ば
れ
た
ナ
シ
が
江
戸
時
代
か
ら
福
岡
で
作
ら
れ

て
い
た
こ
と
は
確
か
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
秋
根
果
樹
園
で

は
、
ほ
か
に
長
十
郎
、
二
十
世
紀
な
ど
の
ナ
シ
も
栽
培
し

て
お
り
、
大
正
十
一
年
時
点
で
は
果
樹
園
の
半
分
の
九
反

歩
（
〇
・
九
ha
）
が
ナ
シ
園
で
し
た
（
写
真
）。

　

席
田
村
内
で
は
モ
モ
も
多
く
生
産
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
正
十
一
年
に
は
県
内
の
主
な
産
地
と
し
て
京み
や
こ都
郡
の
新し

ん

田で
ん

原ば
る

地
域
（
現 

行ゆ
く

橋は
し

市
～
築ち
く

城じ
よ
う

郡
築つ
い

城き

町
）、
遠お

ん

賀が

郡
島し

ま

郷ご
う

村
（
現 

北
九
州
市
）、
宗む

な

像か
た

郡
上か

み

西さ
い

郷ご
う

村
（
現 

福
津
市
）

な
ど
と
並
び
「
筑
紫
郡
席
田
村
方
面
に
其
の
多
き
を
見

る
べ
し
」（『
実
地
踏
査
果
樹
栽
培
』）
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
昭
和
の
は
じ
め
頃
に
は
、
月
隈
丘
陵
一
帯
の
生
産
量

が
増
加
し
て
い
ま
す
（「
福
岡
近
郊
月
隈
丘
陵
の
経
済
地
理

（
二
）」）。

博
多
青
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ま
た
、
同
じ
頃
、
県
内
の
ブ
ド
ウ
の
産
地
と
し
て
、
席

田
村
は
糸い
と

島し
ま

郡
桜さ

く
ら

井い

村
（
現 

糸
島
市
）
と
双
璧
を
な
し
、

市
場
を
争
っ
て
い
ま
し
た
（『
九
州
沖
縄
の
園
芸
』）。
糸
島

郡
で
生
産
量
の
増
加
と
と
も
に
ブ
ド
ウ
酒
へ
の
加
工
が
計

画
さ
れ
る
一
方
（『
福
岡
県
果
樹
発
達
史
』）、
立
花
寺
の
秋

根
果
樹
園
で
は
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
ス
ア
ー
リ
ー
や
甲
州
な
ど

に
加
え
、「
マ
ス
カ
ツ
ト
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ヤ
種
」
の

温
室
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
（「
福
岡
近
郊
月
隈
丘
陵

の
経
済
地
理
（
三
）」）。

月
隈
丘
陵
に
広
が
る
果
樹
園
地

　

昭
和
十
一
年
頃
の
調
べ
で
は
、
果
樹
栽
培
を
本
業
と
す

る
農
家
は
立
花
寺
・
浦
田
に
そ
れ
ぞ
れ
一
軒
で
し
た
が
、

上
月
隈
・
下
月
隈
を
含
め
月
隈
丘
陵
の
六
三
％
の
農
家

が
果
樹
栽
培
を
副
業
と
し
て
い
ま
し
た
（
金
の
隈
一
七
、

立
花
寺
一
七
、
浦
田
五
／「
福
岡
近
郊
月
隈
丘
陵
の
経
済
地
理

（
三
）」）。
栽
培
面
積
は
立
花
寺
の
三
八
町
歩
を
中
心
に
、

下
月
隈
一
二
町
歩
、
金
隈
八
・
五
町
歩
、
上
月
隈
八
・
二

町
歩
、
浦
田
・
宝ほ
う

満ま
ん

尾お

を
合
わ
せ
る
と
七
〇
余
町
歩
（
約

七
〇
ha
）
に
及
び
、
年
産
額
は
約
四
万
円
で
し
た
。
栽
培

果
実
は
ブ
ド
ウ
が
約
三
一
％
、
桃
が
約
三
〇
％
、
ナ
シ
が

約
一
七
％
、
そ
の
ほ
か
に
イ
チ
ジ
ク
、
ミ
カ
ン
、
ビ
ワ
、

リ
ン
ゴ
、
ウ
メ
、
ク
リ
等
が
あ
り
ま
し
た
（「
福
岡
近
郊
月

隈
丘
陵
の
経
済
地
理
（
二
）」）（
図

）。

　

丘
陵
周
辺
の
低
い
平
地
で
は
主
に
水
田
で
、
果
樹
園
は

日
当
た
り
の
よ
い
丘
陵
の
地
形
や
、
水
は
け
の
よ
い
真ま

砂さ

土
を
利
用
し
て
、
丘
陵
の
低
部
や
そ
こ
か
ら
続
く
台
地
上

に
作
ら
れ
ま
し
た
。
北
西
か
ら
の
風
を
よ
け
る
た
め
、
果

樹
園
は
南
側
の
傾
斜
地
に
密
に
作
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
も
金
の
隈
南
部
は
北
西
風
を
強
く
受
け
る
た
め
、
周
囲

に
は
防
風
垣
が
設
け
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
（「
福
岡
近

郊
月
隈
丘
陵
の
経
済
地
理
（
二
）」）。

　

ま
た
、
果
実
の
袋
か
け
や
収
穫
な
ど
で
人
手
が
必
要
な

時
期
に
は
、
糟か
す

屋や

郡
志し

免め

村
（
現 

志
免
町
）
や
筑ち

く

紫し

郡
大

野
村
（
現 

大お
お

野の

城じ
よ
う

市
）
か
ら
も
働
き
手
を
集
め
て
い
ま

し
た
。
立
花
寺
で
は
袋
か
け
期
に
一
四
〇
〇
人
、
収
穫
期

に
五
〇
〇
人
の
計
一
九
〇
〇
人
の
延
べ
人
数
を
雇
い
入
れ

て
い
ま
し
た
。
作
業
は
熟
練
を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
毎
年
ほ
と
ん
ど
同
じ
人
が
働
き
に
来
て
い
た
そ

う
で
す
。
周
辺
の
労
働
力
を
借
り
な
が
ら
収
穫
し
た
果
実

は
、
七
割
が
一
等
級
品
と
し
て
千ち

代よ

町ま
ち

市
場
へ
出
荷
さ

れ
、
残
り
は
立
花
寺
市
場
か
ら
糟
屋
郡
の
炭
坑
や
近
隣
の

地
域
へ
売
ら
れ
て
い
ま
し
た
（「
福
岡
近
郊
月
隈
丘
陵
の
経

済
地
理
（
三
）」）。

高
度
経
済
成
長
期
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
ブ
ド
ウ
栽
培

　

太
平
洋
戦
争
中
の
食
糧
増
産
計
画
に
よ
る
作
付
統
制
や

青
果
物
統
制
令
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
終
戦
後
に
は
園
地

は
荒
れ
果
て
、
県
全
体
で
の
ブ
ド
ウ
の
生
産
量
も
戦
前
の

半
量
に
な
る
な
ど
、
果
樹
栽
培
は
す
っ
か
り
衰
退
し
て
し

ま
い
ま
す
。
昭
和
二
十
二
年
年
十
月
に
果
物
配
給
統
制
令

が
撤
廃
さ
れ
て
よ
う
や
く
、
復
興
に
向
け
た
動
き
が
活
発

に
な
り
ま
し
た
（『
福
岡
県
果
樹
発
達
史
』）。
昭
和
二
十
六

年
に
福
岡
県
が
果
樹
増
殖
計
画
を
樹
立
し
、
農
業
振
興
計

画
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
昭
和
二
十
八
～
三
十
七
年

頃
に
か
け
て
は
福
岡
市
の
果
樹
園
地
造
成
計
画
が
も
ち
あ

が
り
、
果
樹
園
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

戦
後
、
樹
園
地
造
成
の
た
め
の
開
墾
が
推
進
さ
れ
る
な

ど
、
と
く
に
力
を
入
れ
た
の
が
ブ
ド
ウ
の
栽
培
で
す
。
福

岡
市
の
ブ
ド
ウ
畑
の
面
積
は
昭
和
三
十
九
年
頃
に
ピ
ー
ク

を
迎
え
、
の
べ
一
四
四
ha
と
な
り
、
そ
の
後
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
栽
培
が
普
及
し
、
温
室
ブ
ド
ウ
の
栽
培
も
ほ
ど
な

く
一
〇
〇
〇
㎡
に
達
し
ま
し
た
（『
最
新
園
芸
特
産
地
ガ
イ

ド
③
』）。
昭
和
四
十
六
年
に
は
、
立
花
寺
・
金
の
隈
一
帯

の
果
樹
農
家
は
四
〇
戸
を
数
え
、
市
の
ブ
ド
ウ
生
産
面
積

約
九
七
ha
の
四
分
の
一
を
し
め
る
主
要
産
地
に
な
り
ま

す
（『
農
業
視
察
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』）。
そ
の
背
景
に
は
、
古

く
か
ら
の
果
樹
栽
培
者
が
戦
後
に
栽
培
果
実
を
ブ
ド
ウ
に

絞
る
動
き
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
例
え
ば
立
花
寺
の
あ
る

農
園
で
は
、
戦
前
に
は
ブ
ド
ウ
の
他
に
モ
モ
、
イ
チ
ジ
ク

な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
が
、
戦
後
に
土
地
改
良
を
行

い
、
ブ
ド
ウ
一
色
に
ま
と
め
て
い
ま
す
（「
北
九
州
に
お
け

る
キ
ャ
ン
ベ
ル
、
マ
ス
カ
ッ
ト
・
ベ
ー
リ
ー
・
A
の
栽
培
」）。

果
樹
栽
培
の
歴
史
と
と
も
に

　

と
こ
ろ
が
昭
和
の
終
わ
り
頃
に
な
る
と
、
金
の
隈
・
立

花
寺
一
帯
に
も
開
発
の
波
が
押
し
寄
せ
ま
す
。
福
岡
東
環

状
道
路
バ
イ
パ
ス
の
工
事
（
昭
和
六
十
一
年
～
）
や
都
市

井野山井野山
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高
速
二
号
線
の
延
伸
工
事
（
平
成
五
〈
一
九
九
三
〉
年
）

な
ど
で
月
隈
丘
陵
が
南
北
に
二
分
さ
れ
、
風
景
が
一
変
し

た
の
で
す
。
次
第
に
果
樹
園
地
が
失
わ
れ
て
い
く
な
か
、

丘
陵
北
部
の
月
隈
地
区
で
始
ま
っ
た
の
が
、
マ
ス
カ
ッ
ト

オ
ブ
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
の
生
産
で
す
。
そ
の
後
栽
培
が

定
着
し
、
現
在
で
は
福
岡
市
内
唯
一
の
マ
ス
カ
ッ
ト
オ
ブ

ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
の
産
地
と
な
り
ま
し
た
。
月
隈
丘
陵

の
果
樹
栽
培
の
歴
史
を
「
月
隈
ブ
ド
ウ
」
の
名
と
と
も
に

紡
い
で
い
ま
す
（
写
真

・

・
）。

　

金
の
隈
・
立
花
寺
一
帯
は
、
明
治
の
終
わ
り
頃
か
ら
平

成
の
は
じ
め
に
か
け
て
、
丘
陵
の
地
形
や
水
は
け
の
よ

い
土
壌
を
利
用
し
た
県
内
有
数
の
果
樹
栽
培
地
帯
で
し

た
。
戦
前
は
、
果
樹
栽
培
は
主
に
農
家
の
副
業
と
し
て
行

わ
れ
、
働
き
手
を
担
っ
た
志
免
村
な
ど
の
近
隣
地
域
や
流

通
に
欠
か
せ
な
い
市
場
、
そ
し
て
消
費
地
で
あ
る
市
街
地

に
挟
ま
れ
た
立
地
を
生
か
し
、
流
通
販
路
と
働
き
手
の
確

保
を
行
う
こ
と
で
、
特
色
あ
る
果
樹
園
地
に
成
長
し
ま
し

た
。
戦
後
は
ブ
ド
ウ
栽
培
地
と
し
て
急
速
に
成
長
し
、
再

び
隆
盛
を
迎
え
ま
し
た
。

　

金
隈
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
昭
和
四
十
三
年
頃
は
、
ま
さ

に
戦
後
の
福
岡
市
に
お
け
る
ブ
ド
ウ
栽
培
の
最
盛
期
と
、

都
市
開
発
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
始
め
る
ま
で
の
過
渡
期
に

あ
た
り
ま
す
。
明
治
時
代
か
ら
断
続
的
に
果
樹
園
地
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
た
月
隈
丘
陵
の
歴
史
を
通
じ
て
、
現
在

私
た
ち
は
発
見
当
時
の
迫
力
の
ま
ま
、
金
隈
遺
跡
を
目
の

当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

月隈丘陵における果樹栽培の分布（昭和 11 年頃）。宝満尾から金隈（金の隈）にかけて、
丘陵とその裾部に果樹園地が広がる 月隈ブドウ部会で開かれた講習会の様子（1989 年
5 月） 昭和 49 年頃に岡山県を視察し、マスカットオブアレキサンドリアの栽培を始め
た光安忠さん（1982 年頃）。この後、マスカットオブアレキサンドリアの栽培が月隈地区
に広がった 現在も月隈で生産されているマスカットオブアレキサンドリア。月隈地区で
は 20 年以上にわたり沖縄県の盆用に出荷しており、現在では福岡市内唯一の産地となった

標高 236m の井野山（宇美町）山頂から望む月隈丘陵。山頂からは 360 度見渡せ、博
多湾や立花山、大野城市、宇美町が一望できる

凡 例

水域

150m～

モモ ブドウ

ナシ リンゴ

100m～

50m～

30m～

筑
前
参
宮
鉄
道

御
笠
川

宇
美
川

田
富
駅糟屋

炭坑
宝満尾宝満尾

下月隈下月隈

立花寺立花寺

上月隈上月隈

金隈金隈

浦田浦田

月 隈 丘 陵月 隈 丘 陵

糟屋郡糟屋郡
宇美町宇美町

糟屋郡糟屋郡
志免村志免村

井野山井野山

筑紫郡筑紫郡
大野村大野村

筑紫郡筑紫郡
那珂村那珂村

市・郡境



　1月 2日の朝、金の隈で「鳶
とび

の水」と呼ばれる行事が

行われます。中学生の男子数人が蓑・笠を被った「ト

ビ」に扮装し、地域の大人と子供をお供に、家々を訪

ねていくというものです。一行が金隈観音堂（P.8～ 9

マップ参照）を出発し、「わっしょい」の掛け声とともに

地域をめぐると、住民が玄関先で待ち構え、トビに勢

いよく水をかけます。トビが水を浴びると辺りに飛沫

が上がり、「あけましておめでとうございます」という

子供たちの声が響く中、訪問先からはお年玉が渡され、

一行は次の家へと向かいます。

　秋田県のナマハゲで知られるように、

元日前後や小正月に異形の客が家を訪ね

てくる行事は全国で見られ、子供たちが

蓑笠や藁束を被って訪ねてくる例も多く

あります。こうした客たちは歳神さまの

化身であると考えられており、つまり金

の隈のトビたちは、近所の中学生であり

つつ、家々に福をもたらしてくれる、あ

りがたい神さまなのです。

　「靴下まで濡れとう」とぼやく神さまを

先頭に、次の家へと向かう道すがら、「あ

とでうちにも来て」とお呼びがかかった

り、「先日はどうも」「今年もよろしく」と

地域の人たちが声をかけあう姿が見られ

ました。主役たちにとってはお年玉をも

らえる機会であり、大人たちは新年の挨拶をかわすきっ

かけにもなって、和やかで楽しい地域のお祭りです。

　こうした行事は福岡では「トビトビ」「トヘトヘ」等

と呼ばれ、かつて県下で広く行われていましたが、昭

和の後期頃までにほとんどの地域で途絶しました。来

訪神行事の要は、訪ねてくる神と迎える人とが対峙す

る場面そのものにあり、双方に行事への理解がなくて

は成立しません。地域社会や生活の様式が変わってい

く時代に、各地で継続が難しくなったのでしょう。

　金の隈の鳶の水は現在では市内で 1例しか行われて

いない貴重な行事です。トビたちが集合住宅やゴルフ

場を訪ねていく光景は一見不思議ではありますが、そ

こに行事を維持できたひとつのヒントが隠されている

ように思えます。正月 2日に金の隈で水しぶきが上が

るのは、新旧の家々や法人もふくめて地域の紐帯が生

きていることの証しであり、地域の人々がそのために

努力してきた足跡を示すものでもあります。

祀」と記されています。以前は「隈下」にあった社が宝満

宮境内に移されたというわけです。では移される前の熊

野神社はどこにあったのか、「隈下」は、先述の『拾遺』

にあった「熊ノ山」とはどこだったのでしょうか？

　古地図を見ると、金隈村には「隈ノ下」という字があ

り、現在の宝満宮を南端に、北に向けて縦に伸びた一

帯を指します（北の一部は現 立花寺二丁目）。

　では「熊ノ山」はどうかというと、明治 3（1870）年の

席田郡の山林を調べた記録に、金隈村に熊ノ山という山

があり、450坪（約 1490㎡）の広さがあったことが記さ

れています（「席田郡村々山ヶ所竝御山札数往還書上帳」）。

さらにヒントになりそうな情報として、昭和 56（1981）
年に福岡市が発行した『福岡市文化財分布地図』に、「熊

野古墳」という名が記録されています。この調査時にす

でに古墳自体は失われていますが、位置は宝満宮の北

150ｍほど、現在は配電鉄塔が建つ場所にあたり（写真

）、ここは字「隈ノ下」に含まれる地域でもあります。

　この付近は昭和 50年代に造成工事が行われ、現在

は標高 25ｍの住宅地になり、山らしい面影はすでに

なくなっています。しかしそれ以前の地図や写真（写

真 ）を見ると、標高 39ｍの小高い丘であり、もしこ

の消えた丘がかつての「熊ノ山」であり、熊野古墳が『拾

遺』の言う「古塚」であったとしたら、「刀剣の折たる」

が出てきたという逸話もうなずけます。「熊野社」の祠

を建てるきっかけとなった刀剣は、古墳の副葬品だっ

たのかもしれません。

　各地の祭礼の起源として、疫病を鎮めるため、とい

う伝承はしばしば聞くものです。しかし、古い塚から

刀剣の一部が出てくるというストーリーには、この土

地らしい背景が垣間見えます。著名な遺跡や古墳がそ

こここにある土地柄なだけに、村人の実体験に基づい

たお話だったとしてもおかしくありません。

　伝承には、土地の記憶をひもとく端緒が宿っていま

す。そして祭礼は、現在まで続く平穏への祈りの実践

であると同時に、土地の歴史を後世に伝えていく手段

のひとつでもあるのです。
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●金の隈の一大イベント　熊野神社奉納相撲

　2024年 9月 12日、金の隈で開催される奉納相撲を

訪ねてみました。

　夕暮れどき、自治会の関係者や観戦に来た人々が続々

と金隈公民館に集まり、閑静な住宅街がいつにない賑わ

いに包まれます。立派な設
しつら

えの土俵際に子供たちが並ぶ

と、行司の仕切りによって取り組みが始まりました。

　最初の参加者は小学校低学年生で、子供たちの一生

懸命な姿を誰もがほほえましく見守っています。しか

し学年が上がるにつれて迫力も増すため、だんだんと

観る側にも緊張感が漂い、中学生の部を経て大人が参

加するころにはそれがピークとなります。大人の参加

者は、小中学校の教員や、付近に宿舎がある関係から

自衛隊員が中心で、「先生がんばれ！」と応援する子供

たちと、「負けたらわかっとろうな」と同僚を鼓舞（？）

する関係者とで、双方声援にも熱が入ります。辺りは

夜 9時頃まで盛大な拍手と歓声で賑わっていました。

地域の子供や大人はもちろん、地域に間接的に関わる

人々まで一体となって盛り上がる、金の隈の一大イベ

ントです。

　奉納相撲とは、地域の子供や青年が中心となり、社

寺などの近くで相撲を取って神仏に納める行事です。

金の隈では毎年 9月 12日に開催され、大正時代の記

録でもこの期日に行われていたことが記されています

（「神職奉務日誌」『大谷家文書』福岡市博物館蔵）。また、

この行事は「熊野神社奉納相撲」と呼ばれています。熊

野神社は、金の隈の宝満宮に祀られる境内社のひとつ

ですが、小さな社に盛大な祭礼が奉納されているのは

なぜでしょうか。

　江戸時代後期の地誌『筑前国続風土記拾遺』をひもと

くと、熊野神社について由来が書かれていました。

村の北熊ノ山といふ所に古塚あり。里人これを発して

刀剣の折たる有しを取しか、其後連年村中に痢疫流行

して人多く死せり。これをト者に占せしに古塚を発

せし崇のよしいひしかハ、かの刀剣の折を本の如く

塚中に埋めて小祠を建て其霊を祭り罪を謝せしかハ、

其年より疫気消して病める人なし。これ文化年中のこ

と也。其祠を熊野社と称して毎年八月十二日村人打集

ひ、祀をなして病難を避んことを祈ると云。

　文化年間（1804～ 18）に、村人が「熊ノ山」の塚から

折れた刀剣を取り出したため村に疫病が流行り、それを

鎮めるべく祠をつくり、毎年 8月 12日に祭祀をするこ

とになった、という内容です。奉納相撲の期日はこの由

来に基づくもので、8月が 9月になったのは、新暦に移

行したためでしょう。当初から相撲の形をとったのかは

わかりませんが、祭事が 200年以上の歴史を持つこと

は間違いないようです。金の隈の奉納相撲は、娯楽や交

流の場であるだけでなく、神様との約束事を守って、地

域の安全を祈る意味が込められているのです。

●熊ノ山ってどこだろう？

　さてその熊野神社ですが、宝満宮の石碑には「字隈下

に無格社熊野神社」「大正三年七月六日　許可を得て合

熊野神社奉納相撲の様子。かつては宝満宮境内で行われていたという
【上】削平前の熊ノ山（推定）。宝満宮の北にあり、周辺と比べて小高い三角形の丘陵で

あることが確認できる（昭和 50 年）【下】削平後の様子。この後、一帯は住宅地となる（昭
和 56 年） 「熊野古墳」跡地として記録されている場所（P.9 マップ内 E ）

金 の 隈・立 花 寺 の 祭 り

奉 納 相 撲 と
ま ぼ ろ し の 熊 ノ 山
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凡 例

水域

150m～

遺跡（埋蔵文化財包蔵地）

100m～

50m～

30m～

消滅したため池

市境

『福岡県果樹発達史』（福岡県園芸農業協同組合連合会、1979 年）● 『福岡県

史　近代資料編 福岡県地理全誌（五）』（財団法人西日本文化協会、1993 年）

● 福岡市教育委員会・九州考古学会「福岡市今里不動古墳の調査」『九州

考古学』第 63 号（九州考古学会、1989 年）● 福岡市史編集委員会編『新

修 福岡市史　資料編 考古 2　遺跡からみた福岡市の歴史―東部編―』（福

岡市、2020 年）● 『福岡市東部農協だより』第 11 号 （福岡市東部農業協同

組合、1982 年）● 『福岡市の庚申塔』（福岡市教育委員会、1999 年）● 『福

岡市文化財分布地図』東部Ⅰ（福岡市教育委員会、1981 年）● 『Fukuto』（福

岡市東部農業協同組合、1989 年 7 月号）● 渕上 一雄著・三木 寿恵雄編『東

月隈校区の沿革と歴史変遷』（2007 年）● 「ブドウ園の集団化で経営の安

定」『農業世界』8 月号（博友社、1963 年）● 『立花寺 2』福岡市埋蔵文化

財調査報告書第 321 集（福岡市教育委員会、1993 年）● 『立花寺 4』福岡

市埋蔵文化財調査報告書第 466 集（福岡市教育委員会、1996 年）

【ウェブサイト】JA 福岡市東部ウェブサイト（https://ja-fukutou.or.jp/）

【所蔵】国土地理院 P. 7 ● 市史編さん室 表紙・P.5 ・P.6 ・ ・

P.7 ・P.8 掲載写真 ● 福岡市埋蔵文化財センター P. 3 ・ ● JA 福岡

市東部 P. 3 ・ ・

【転載】『立花寺 4』福岡市埋蔵文化財報告書第 466 集（福岡市教育委員会、

1996 年） P. 3 ● 深田豊市『福岡県官民肖像録』（博進社、1913 年） P. 3

● 『筑前国産物帳』上巻（元文元〈1736〉年）、福岡県立図書館デジタル

ライブラリ P. 3

【作成】P.5 「福岡近郊月隈丘陵の経済地理（二）」第六図を基に作成（地

図は 1936 年発行 2.5 万分の 1 地形図「福岡南部」〈国土地理院〉を基に作成）

● P.8・9 地理院地図 Vector（国土地理院）を基に作成

【協力】金隈鳶の水保存会 ● 金の隈町町内会 ● 光安浩一郎 ● JA 福岡市

東部 ● JA 福岡市東部月隈支店

① ⑥

④ ⑧

⑪ f

R
⑧

⑨
⑩

⑫

⑬
⑭

⑪
f

g h

i

⑮

P
R

L

M

N

O

I

J

K

H

Q

立花寺古墳群
笹ヶ浦古墳群
七曲古墳群
金剛山古墳群
熊野古墳
文殊谷遺跡
立花寺遺跡
金隈遺跡
金隈上屋敷遺跡
影ヶ浦古墳群
影ヶ浦遺跡
持田ヶ浦古墳群A群
堤ヶ浦古墳群
持田ヶ浦古墳群 B群
持田ヶ浦古墳群 C群
持田ヶ浦遺跡・古墳群D群
持田ヶ浦古墳群 F群
今里不動古墳

A

B
C
D

E

F

G

H

I

J
K

L

M

N

O

P
Q

R

※ すでに失われたものを含む。

エリアにある主な遺跡
席田池席田池

宮
の
池

宮
の
池

御
笠
川

御
笠
川

福岡都市高速道路  環
状線

大野城市大野城市
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金 の 隈・立 花 寺 マ ッ プ

S P E C I A L
T o p i c s 2

● 『果物雑誌』第 66 号（日本果物会、1911 年）● 佐伯宇一郎『最新梨樹

栽培』（成美堂書店、1917 年）● 『史跡金隈遺跡』福岡市埋蔵文化財調査報

告書第 123 集（福岡市教育委員会、1985 年）● 『志免町誌』（志免町、1989 年）

● 首藤卓茂・小田勝美『祭祀石塔　旧席田郡における祭祀石塔調査報告書』

（アーバン・ポレミック社、1993 年）● 『石城志』復刻版（九州公論社、1977

年）● 関浩『実地踏査果樹栽培法』（成美堂書店、1922 年）● 『創立 50 周

年記念誌』（JA 福岡市東部、2014 年）● 髙倉洋彰「右手の不使用一南海産

巻貝製腕輪着装の意義」「九州歴史資料館研究論集」（九州歴史資料館、1975 年）

● 日本園芸会福岡県支会編『福岡県の園芸』（嶺要一郎、1915 年）● 「席

田郡村々山ヶ所竝御中札数往還書上帳」『日本林政史資料』15（臨川書店、

1971 年）● 『農業視察ハンドブック』（財団法人日本農林漁業振興会、1971 年）

● 橋口達也・折尾学「小児骨に伴ったゴホウラ製貝輪」『九州考古学』47

号（九州考古学会、1973 年）● 『ピュア』340・341 号（JA 福岡市東部、2010 年）

● 深田豊市『福岡県官民肖像録』（博進社、1913 年）● 福岡県園芸試験場

『最新園芸特産地ガイド』③中国・四国・九州（誠文堂新光社、1972 年）●

【参考文献】内田郁太 『日本園芸案内記』（賢文館、1940 年）● 太田敏輝

「北九州におけるキャンベル、マスカット・ベーリー・A の栽培」『ブ

ドウ栽培の新技術』（誠文堂新光社、1963 年）● 『大野城市史』下巻（大

野城市、2004 年）● 『影ヶ浦古墳群 1』福岡市埋蔵文化財調査報告書第

241 集（福岡市教育委員会、1991 年）● 『果樹試験場報告』特別報告第 1

号（農林水産省果樹試験場、1990 年）● 金尾宗平・北崎等「福岡近郊月

隈丘陵の経済地理（一）」『地理と経済』第 2 巻第 2 号（日本経済地理学

会、1936 年）● 金尾宗平・北崎等「福岡近郊月隈丘陵の経済地理（二）」

『地理と経済』第 2 巻第 3 号（日本経済地理学会、1936 年）● 金尾宗平・

北崎等「福岡近郊月隈丘陵の経済地理（三）」『地理と経済』第 2 巻第 4

号（日本経済地理学会、1936 年）● 『金隈遺跡第一次調査概報』福岡市

埋蔵文化財調査報告書第 7 集（福岡市教育委員会、1970 年）● 『金隈遺

跡第二次調査概報』福岡市埋蔵文化財調査報告書第 17 集（福岡市教育委

員会、1971 年）● 『九州沖縄の園芸 第 1 回九州沖縄各県聯合園芸共進会

版』（長崎県、1929 年）● 『九州農業案内』（福岡県立農事試験場、1925 年）

①

②

③④ ⑤
⑥

a

b

c

d

e

⑦

A

B

C

D

E

F

G

① 浦田観音堂
② 採石場跡（吉松砕石株式会社）
③ 文殊堂
④ 地蔵堂
⑤ 摂取寺
⑥ 日吉神社
⑦ 立花寺緑地（立花寺リフレッシュ農園）
⑧ 宝満宮
⑨ 金隈観音堂
⑩ 地蔵堂
⑪ 金隈遺跡甕棺展示館
⑫ 太陽鉱工採石場跡（博多金の隈ゴルフヒルズ）
⑬ 不動堂
⑭ 地蔵堂
⑮梅林井堰紀念碑

庚申塔

大浦池（消滅）
笹々良ヶ浦池（消滅）
大浦池
谷頭池
長尾池
観音ヶ浦池
影ヶ浦池（消滅）
七畝田池
持田ヶ浦池

a
b

c
d

e
f
g

h

i

史跡・神社など

今も残るため池たち
この地域にあるため池のほとんどは
江戸時代後期に作られたものです。
地域の歴史の証人として、現在は消
滅したものも含めて記載しています。

　金の隈・立花寺エリアの国道 3 号線沿いは都
市高速やビル・工場群が目立ちますが、東側は
実は自然が多く、古い道やたくさんの小さなお
堂や神社が残る住宅街。また、市内でも多くの
遺跡が点在するエリアとしても知られています。
　ぜひこちらのマップをお供に金の隈・立花寺散
歩を楽しんでみてください。

坂瀬池坂瀬池

御手水池御手水池

志免町志免町



ナ
ナ
メ
読
み 今回の

ナナメ読みは

近
代
福
岡
の
夜
と
昼
「
帰
り
に
一
杯
、
ど
う
？
」

福岡市博物館  ミュージアムショップ（福岡市早良区百道浜 3-1-1）

 092-823-2800

政府刊行物 福岡市役所内サービスステーション
 （福岡市中央区天神 1-8-1 福岡市役所 地下 1 階）   092-722-4861
ジュンク堂 福岡店（福岡市中央区大名1-15-1 天神西通りスクエア 2 ～ 3 階）   092-738-3322
丸善 博多店（福岡市博多区博多駅中央街 1-1 JR 博多シティ8F）   092-413-5401

福岡市博物館 市史編さん室（福岡市早良区百道浜 3 -1-1）

 092-845-5245

　

繰
り
出
す
の
は
居
酒
屋
？
屋
台
？
中
華
や
イ
タ

リ
ア
ン
？
上
司
や
同
僚
と
飲
み
に
行
く
「
飲
み
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
避
け
る
人
は
少
な
く
な
い
で
し
ょ

う
が
、
社
用
の
「
接
待
」
と
な
れ
ば
、
避
け
る
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
飲
酒
を
強
要
す
る
の
は
厳
禁
だ

け
ど
、
酒
食
を
共
に
す
る
の
は
相
互
理
解
を
深
め
、

ま
た
共
感
を
育
み
、
人
間
関
係
を
円
滑
に
す
る
と
も

い
い
ま
す
。

　
そ
の
舞
台
と
な
る
の
が
、
夜
の
繁
華
街
。

　

福
岡
に
も
、
天
神
や
Ｊ
Ｒ
博
多
駅
な
ど
の
都
心
部
、

あ
る
い
は
各
地
区
の
駅
周
辺
、
商
店
街
、
い
た
る
と

こ
ろ
に
飲
食
店
が
あ
っ
て
、
朝
ま
で
営
業
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

な
に
よ
り
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
が
「
中
洲
」。

日
本
三
大
歓
楽
街
の
一
つ
に
数
え
る
人
も
い
る
ぐ
ら

い
で
、
ま
さ
に
「
不
夜
城
」
と
い
え
る
、
博
多
の
夜

の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
街
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
歓
楽
街
で
遊
ぶ
だ
け
が
夜
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
家
族
の
団
ら
ん
、
深
夜
ラ
ジ
オ
、
祭
り
、

夜
の
ゴ
ミ
出
し
（
福
岡
な
ら
で
は
の
事
情
）
と
見
回
り

と
い
っ
た
、
日
常
生
活
の
夜
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
福
岡
・
博
多
で
は
、
い
つ
か
ら
、
ど
ん
な

「
夜
の
社
会
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
の
か
。
そ
れ

を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
た
の
が
、今
回
紹
介
す
る
『
民

俗
編
三　

夜
』
で
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
や
は
り

歓
楽
街
で
の
夜
遊
び
を
と
り
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

本
書
で
は
夜
遊
び
の
記
録
も
多
数
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
の
地
元

雑
誌
記
事
で
は
、
県
庁
の
幹
部
、
炭
坑
業
・
工
業
関

係
者
の
重
役
は
水
茶
屋
（
石
堂
橋
東
側
付
近
）
で
遊
ん

で
い
た
よ
う
で
す
。
別
の
記
事
で
は
水
茶
屋
に
あ
る

料
亭
の
女
将
の
証
言
が
載
っ
て
い
ま
す
が
、
客
と
し

て
貝
島
太
助
、
麻
生
太
吉
、
安
川
敬
一
郎
、
平
岡
浩

太
郎
、
伊
藤
伝
右
衛
門
と
い
っ
た
筑
豊
の
炭
坑
業
者

の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

　

話
は
少
し
変
わ
り
ま
す
が
、
令
和
六
年
秋
に
第

十
九
回
福
岡
市
史
講
演
会
「
近
代
都
市
福
岡
の
発
展

と
筑
豊
炭
坑
家
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
福
岡
の
都

心
部
に
別
邸
を
構
え
て
活
動
拠
点
と
し
た
麻
生
太
吉
、

安
川
敬
一
郎
を
軸
に
、
筑
豊
炭
坑
家
と
福
岡
市
の
近

代
化
を
考
え
る
講
演
会
で
し
た
。
そ
こ
で
は
麻
生
ら

が
別
邸
を
福
岡
に
構
え
た
の
は
、
県
庁
と
鉱
山
監
督

署
が
あ
っ
て
便
利
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
い
く
つ
か

の
理
由
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
後
、
講
師
陣
を
交
え
た
懇
親
会
（
当
然
酒
宴

で
す
）
で
、
と
あ
る
参
加
者
が
「
筑
豊
炭
坑
家
が
福

岡
に
別
邸
を
構
え
て
拠
点
を
置
い
た
の
は
遊
べ
る
か

ら
だ
」
と
い
い
ま
し
た
。
う
ー
ん
、
な
る
ほ
ど
。
本

書
に
は
、
炭
坑
業
者
で
富
豪
の
貝
島
太
市
と
馬
賊
芸

者
の
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

遊
び
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
冒

頭
に
立
ち
戻
っ
て
、「
飲
み
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
解

釈
し
ま
し
ょ
う
。
同
業
者
、
あ
る
い
は
取
引
の
あ
る

工
業
関
係
者
、
は
た
ま
た
許
認
可
に
か
か
わ
る
役
人
。

こ
う
い
っ
た
人
た
ち
と
酒
席
を
共
に
し
て
関
係
を
深

め
、
情
報
を
収
集
し
、
あ
る
い
は
下
話
を
作
り
、
事

業
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

実
は
昨
年
３
月
に
刊
行
し
た
『
資
料
編 

近
現
代
３　

モ
ダ
ン
都
市
へ
の
変
貌
』
に
も
、
福
岡
市
の
政
財
界

で
活
躍
し
た
人
た
ち
の
「
飲
み
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に

関
わ
る
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で

地
元
財
界
人
か
ら
麻
生
へ
あ
て
た
手
紙
に
「
毎
々
御

馳
走
に
な
り
、
あ
り
が
た
く
お
礼
申
し
上
げ
」
と
あ

り
ま
す
。
彼
ら
の
活
躍
の
少
な
く
な
い
部
分
を
、「
福

岡
の
夜
」
が
支
え
て
い
た
の
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま

せ
ん
。

A5 判 上製本（函入り）880頁
5,000 円（税込）

そ
の
8

民
俗
編
三 

夜
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レポート 第19回福岡市史講演会を開催しました
　2024 年 10 月 14 日（月・祝）に開催した講演会「近代都市福岡の発展と筑豊炭坑家」は、昨年刊行の『資料編 近現代 3　モダン都

市への変貌』にちなみ、大正期～昭和初期の福岡市の発展を筑豊炭坑家とのかかわりから考えるというものでした。同書には九州

大学附属図書館記録資料館に寄託された膨大な「麻生家文書」からも資料を掲載しているため、今回は同館との共催として、会場

も西新の樋井川沿いにある「九州大学西新プラザ」（早良区西新 2 丁目 16-23）での開催となりました。

　まずは遠城明雄先生（九州大学大学院教授）による講演「福岡市の都市発展と市政の展開」からスタートです。市制施行～昭和初期

にかけての福岡市の都市発展の特徴を「インフラ整備と工業化」「近世と近代」「中央と地方」というキーワードをもとに講演いた

だきました。続いて日比野利信先生（北九州市立自然史・歴史博物館学芸員）による報告「安川敬一郎と福岡市」では、ご自身が整理

にも携わった「安川敬一郎資料」などの一次資料から、安川の人物像や福岡市にどう関わったのかお話いただきました。次の報告は、

記録資料館で「麻生家文書」の整理を担当されている原口大輔先生（同館准教授）から、「麻生太吉と福岡市」と題しお話しいただき

ました。麻生は福岡市内に購入・整備した浜の町別荘（現  中央区舞鶴 3 丁目付近）を拠点に電力会社合併や製鉄会社誘致など福岡市

での事業展開を計画。その一方で、同業組合の運営など政治的手腕にも高い期待が集まっていたのだそうです。最後は有馬学福岡

市史編集委員会委員長をコーディネーターとして、ここまでのお三方によるお話を総括してさらに理解を深めるためのシンポジウ

ムを行いました。短い時間ではありましたが、麻生や安川が残した資料について、また近代都市

の発展と現代への転換についてなど、話題は多岐にわたりました。

　ご来場の皆さんは炭坑の歴史に関心があるというだけでなく、中にはご本人やご親族が炭坑に

関わっていたという方もあり、先生方の話に熱心に聞き入っておられました。「筑豊炭坑家」とい

うと北九州との関係をまず思い浮かべがちですが、今回のような福岡市の市政や経済など都市発

展に深く関わっていたというお話は、新鮮な驚きだったのではないでしょうか。ご講演ご報告く

ださった講師の先生方、講演会にお越しくださった皆さま、本当にありがとうございました。

　なお本講演会は福岡市博物館公式 YouTube で公開しており、講演記録は『市史研究ふくおか』

第 20 号（2025 年 3 月発行）に掲載していますので、あわせてご覧ください。

11

お知らせ ブログ【別冊シーサイドももち】が好評連載中です
　

　2022 年に刊行した福岡市史のブックレット・シリーズ『シーサイドももち―海水浴と博覧会

が開いた福岡市の未来―』（発行：福岡市／販売：梓書院）。この本は埋め立て地にできたニュー

タウン「シーサイドももち」について、まちができる前史から現代までをマニアックに深掘りし

た、自治体史としてもなかなか珍しい 1 冊です。

　この本、176 ページの本なのですが、企画当初は「シーサイドももちだけで 176 ページ

……？」という空気をじわじわと感じながらも、いざ作ってみるととてもこの分量では収まり

切れず……。当初の心配も何のその、調べれば調べるほど次から次へと興味深いネタが湧いて

出てくるではないですか！ シーサイドももちというまちは博多や天神とはまったく違った歴史

をたどっています。その歴史をひもとくことで初めて知る福岡市の姿が見えてきて、さらには

福岡市全体の過去から現在、そして未来の姿までもが浮かび上がってきたのでした。

　とは言えページには限りがあるし、すべてを載せるわけにはいかない……でもこの積み上がっ

たネタたちの山をそのままお蔵入りさせるのはもったいない！

というわけで、2022 年 8 月から書籍『シーサイドもももち』の ” 続き ” として、福岡市博物館

の公式ブログ上で【別冊シーサイドももち】という連載を始めました。

　それから約 2 年半。コツコツと更新を続けて、2025 年 1 月にはめでたく 100 回目の投稿を迎

えることができました！ 100 回を超えてもネタは尽きず（本当なんです！）、今後もますますマ

ニアックなシーサイドももちのお話をお届けしますので、ぜひチェックしてみてください。

◆ 福岡市博物館公式ブログはコチラ https://fcmuseum.blogspot.com/　　※右の QR コードからもご覧いただけます。
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　まず、人口です。人口は町村ごとに戸数と総計

が記されます。現在福岡市域になっている町村でこ

の時点で人口が多かったトップ３は、１位が早
さわ

良
ら

郡

姪
めいの

浜
はま

村（現 西区）3,841人、２位が糟
かす

屋
や

郡箱
はこ

崎
ざき

村

（現 東区）3,167人、３位が那
な

珂
か

郡春
はる

吉
よし

村（現 中央区）

2,935人です。また、士族、平民、僧侶の戸数につ

いても書かれています。士族の割合が最も高かった

のは那珂郡船
ふな

津
つ

町
まち

・洲
す

崎
さき

町
まち

・極
ごくらくじのちよう

楽寺町（現 中央区天

神５丁目付近）で 82%です。一方、旧博多部はいずれ

も士族の比率は 0~10%台と低いです。対
つ

馬
ま

小
しよう

路
じ

（現 

博多区対馬小路付近）だけは44%で突出していますが、

これは江戸時代に対
つ し ま

馬藩や秋月藩の蔵屋敷があり、

武士が多く暮らしていたからではないかと考えられ

ます。

　続いては池です。池は農業用水を確保するために

昔から人工的に造成されることがよくありました。

現市域の池で造られた年代が分かるものでは、志
し

摩
ま

郡青木村の七
なな

身
み

坂
ざか

池（現 西区今宿青木）が慶長 13
（1608）年、同郡女

みよう

原
ばる

村の草
くさ

萩
はぎ

池（現 西区女原）が同

17年で古い部類に入ります。草萩池は農学者・宮
みや

崎
ざき

安
やす

貞
さだ

の書斎のほとりにある池です。

　他にも、この時代に新しく登場したものについて

の情報も充実しています。たとえば、人力車。この

時に報告された現市域の人力車の数は 1200台余り。

数が多いのは、早良郡荒
あら

戸
と

村（現 中央区荒戸）の 155
台、那珂郡呉

ご

服
ふく

町
まち

・西
にし

職
しよく

人
にん

町
まち

（現 中央区舞鶴 2丁目

付近）の 108台です。「六丁筋」とよばれた旧唐津街

道沿いの町で人力車の多さが目立ちます。また、電

信線も明治時代の日本に登場したもののひとつです。

「地理全誌」には「機柱」と記された電信柱の情報が

町村ごとに載っています。これらをたどっていくと、

東は糟屋郡下
しも

原
ばる

村（現 東区下原）から博多へ至り福岡

の電信局（現 地下鉄空港線赤坂駅付近）まで来るルー

トと、途中で分岐して那珂郡春吉村から同郡麦
むぎ

野
の

村

（現 博多区麦野）へと至るルートが見えてきます。電

信線はこの先で長崎に至り、海底ケーブルで海外と

つながっていました。

　「地理全誌」は他にも興味深いデータがたくさん

載っていますが、短期間にこのような膨大な地域の

データベースを作れたのは、最初に編集を担当した

臼井浅夫（1830～ 1882）の熱意もさることながら、

情報を迅速にまとめて提出したそれぞれの地域住民

の努力もあったと考えられます。「地理全誌」には皆

さんがお住まいの地域の興味深い情報がまだまだた

くさん眠っていると思います。先人がまとめた素晴

らしい地域データベースを調べものにぜひご活用く

ださい。

表紙の写真 立花寺公園からの眺め［博多区立花寺 2丁目］
　昨年 12 月、立花寺エリアをウロウロ……いえ調査していると、地元の方が声をかけてくださいました。近くに見晴らしのいい場所があ
るとのことで、ご案内いただき立花寺公園へ。小高い丘の上にある公園で、昔はここで花見をしたよ、という地域の懐かしいお話をうかが
うことができました。表紙の写真はその帰りに撮ったもので、立花寺の集落部や月隈保育園、保育園の西に広がるこんもりした緑地が見え、
その上をかすめるように航空機が通過しています。起伏に富んだ地形で緑が多い一方、空港にほど近い立地であることがお伝えできるので
はないでしょうか。今号の特集も地域の方々のご協力なくしてはできませんでした。皆さま、本当にありがとうございました。

市史だよりコラム

「福岡県地理全誌」ってどんなもの？
　市史編さん室は市民の皆様から福岡市の歴史に関するお問い合わせをしばしばいただきます。中でも多

いのは地名や建物の歴史に関するご相談です。その際、様々な文献を参照しますが、特に利用頻度が高

いのは明治時代の始めにまとめられた「福岡県地理全誌」（以下「地理全誌」）です。こちらは当時の町村

の情報が、歴史的なものから統計的なものまで総合的にまとめられており、とても便利です。「地理全誌」

は明治 5（1872）年 8月から編集を開始して、同 8年 12月から同 13年 7月にかけて国に提出されました。

現在は、『福岡県史 近代史料編』として巻首提要と本編の 149冊が影印本として 5巻にまとめられています。今回

は「地理全誌」でどんなことが分かるのか、いくつかの事例をご紹介します。

▲「関取りの場所入り」（祝部至善「明治博多風俗図」より）（福岡市博物館所蔵）
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